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令和の輸血用血液製剤使用量と廃棄率の特徴
―血液製剤使用実態調査報告から―
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2023年度血液製剤使用実態調査が実施され，同種血液製剤供給施設のうち 52.6％から回答が得られた．使用量の
捕捉率は 80.5％であった．2018～23年度の 6年間の血液製剤の使用状況と廃棄率の経年変化を解析した．
赤血球製剤は 200床以上の施設で使用量が増加した．廃棄率は，2022～23年度で 1.4％から 0.7％へと大幅に低下
した．病床数の多い（病床規模が大きい）施設では廃棄率の低下が顕著であったが，0～19床の施設では変化がなかっ
た．「有効期限切れ」件数の減少から，有効期限延長が一因と考えられた．
血小板製剤では，高単位製剤の使用量が減少した．地域差が大きく，使用量の多い北海道，関東甲信越，東海，近

畿で経年的に減少していた．廃棄率は全体として約 0.3％で推移していた．
血漿製剤では，主に 500床以上の施設で FFP120製剤の使用量が減少した．廃棄率は 2019年度 1.9％から 1.4％へ
と低下した．「有効期限切れ」件数の減少には，2018年 9月以降の解凍後投与期限 24時間への延長が関連している
可能性がある．赤血球製剤と異なり，小規模施設で廃棄率低下が見られた．
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はじめに
厚生労働省からの委託事業である血液製剤使用実態
調査は，2008年から 17年にわたって毎年行われている．
これらのデータは，国の血液事業報告や診療報酬改訂
に用いられ，各県で行われている合同輸血療法委員会
へ活動の基となる資料を提供してきた．こうしたデー
タをもとに行われた国の各種施策や日本輸血・細胞治
療学会の活動は，日本の輸血医療の改善を促し，かつ
ては世界的に問題であった新鮮凍結血漿，アルブミン
製剤の使用量を減らし，輸血管理体制の充実が進んだ．

一方，その後の血液製剤使用，廃棄の詳細な評価を実
施することの重要性も訴えてきた１）．
平成から令和に至る過去 6年間で，使用量や廃棄に

直接影響することが予想される使用期限の延長という
変化が二つの製剤であった．具体的には 2018年 9月に
血漿製剤の解凍後の使用期限が 3時間から 24時間に延
長，赤血球製剤では 2023年 4月から使用期限が 21日
から 28日へ延長された．今回の研究では，この間にお
ける，輸血用血液製剤の使用状況と廃棄率に注目し，
適正使用推進の一助とすべく解析を行った．
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図 1　血液製剤使用実態調査回答件数と輸血用血液製剤の補足率
A 2023 年度使用実態調査の病床群ごとの回答数，B 2018 年度から 2023 年度までの病床群別回答率，C 地域ごとの回答施設数，D 
輸血用血液製剤ごとの補足率（使用成績調査の使用量を日赤の供給量で除した値）．

対象および方法
2023年度に日本赤十字社（以下日赤）より輸血用血

液製剤の供給を受けた，全国の 9,186施設に日本輸血・
細胞治療学会を依頼元とし，アンケート調査を実施し
た．経年的な変化を見るために，2018年度から 2023
年度までの血液製剤使用実態調査の結果を用いた．ま
た，一部の結果は，日赤の血液事業年度報２）から各製剤
の供給量を抽出し，使用実態調査の結果と比較した．
血液製剤使用量，供給量は単位数で表記し，廃棄率は
本数（袋数）を基に計算した．廃棄率は，廃棄本数を
使用本数＋廃棄本数の合計で除した値を百分率で表記
した．

結 果
1．回答施設の動向
2023年度に日赤より輸血用血液製剤の供給を受けた，
全国の 9,186施設にアンケート調査を依頼し，回答のあっ
た 4,831施設（52.6％）のデータを解析した．回答施設
を病床群別に見ると，ベッド数が多くなればなるほど，
回答率が高くなる傾向であった（図 1A）．しかし，経
年的に見ても最近 6年間の全体の回答率はほぼ横ばい
である（図 1B）．地域別では，関東甲信越で回答施設数
が増加しているが，その他の地域は横ばいか，やや減
少している（図 1C）．補足率に関しては，グラフ上はや
や右肩上がりの傾向で，2023年度は全体で 80.5％であっ
た（図 1D）．
2．赤血球製剤の動向
赤血球製剤の使用量を製剤別にまとめた（図 2A）．

過去 6年間の赤血球製剤使用量は，赤血球 LR1製剤に
若干の違いは見られるものの，図 2Bの日赤から全国に

供給された製剤とほぼ似たような傾向で，赤血球製剤
合計使用量は経年的に増加していた．これを病床群別
に見てみると，0～19床，20～199床の施設群はほぼ横
ばいであるが，それ以上の病床数をもつ施設群は，右
肩上がりであり，増加する赤血球製剤使用量は，主に
病床数の大きな施設のためと考えられた（図 2C）．
赤血球製剤の廃棄率は，一貫して低下傾向であった
ものの，2022年度から 2023年度にかけて，1.4%から
0.7％と一段と低下が見られた（図 3A）．病床群別に見
ると，0～19床の施設ではほとんど変化が見られないが，
それ以上の病床群では廃棄率は改善している（図 3B）．
赤血球製剤廃棄要因の経年変化を見ると，2023年度で
「有効期限切れ」の件数が減っていることがわかる（図
3C）．また，それを病床ごとに分けると，0～19床の施
設では，「有効期限切れ」の件数はわずかに減少してい
るのみであるが，病床数が大きくなるとその傾向は強
くなる（図 3D）．
3．血小板製剤の動向
製剤別に見ると，血小板製剤の使用量は，15単位，

20単位といった高単位製剤が減少しており，逆に 10
単位製剤は増加している．日赤からの供給量を見ても
同じ傾向が見てとれる（図 4A，B）．病床群別に分けて
みると，500床以上の施設群で使用量がやや増加してい
る（図 4C）．高単位製剤は，その使用量に地域的な特徴
があることがわかった．東北，北陸，中四国，九州で
その使用量はそもそも少なく，結果は示さないが，そ
れは日赤の供給量からも確かめられた．高単位製剤の
使用が多い北海道，関東甲信越，東海，近畿で経年的
に使用量が減少している（図 4D）．
血小板の廃棄率は，製剤別に見ても，全体で 0.3％程
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図 2　赤血球製剤の使用量，供給量
A 赤血球製剤別の使用量，B 赤血球製剤別の供給量（血液事業年度報より），C 赤血球製剤病床群別使用量．赤血球製剤の使用量，
供給量の合計は，赤血球製剤 LR1，2 製剤，洗浄赤血球 LR1，2，解凍赤血球 LR1，2 のすべての合計単位数．

図 3　赤血球製剤の廃棄率
A 赤血球製剤別の廃棄率（赤血球 LR1 と LR2），B 赤血球製剤病床別の廃棄率，C 赤血球製剤廃棄の要因別件数（経年推移），D 
病床群ごとの赤血球製剤廃棄の要因別件数（2022 年度と 2023 年度の比較）．

度であった．合計を見ると，緩やかではあるが経年的
にも低下傾向に見える（図 5A）．廃棄要因を見ても，
ここ 6年間はほぼ同じ要因が，同じ比率で報告されて
いるのがわかる（図 5B）．
4．血漿製剤の動向
血漿製剤の使用量は，全体には微増したものの，FFP

120製剤は，使用量，供給量とも減少した（図 6A，B）．
病床群別では，500床以上で増加，それ以外は横ばいで
あった（図 6C）．一方，FFP120製剤に関しては，逆に
500床以上の施設群での使用量が減少している（図 6
D）．関東甲信越の使用量のみが，一時増加したが，そ
れ以外の地域は横ばいから減少傾向である（図 6E）．
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図 4　血小板製剤の使用量，供給量
A 血小板製剤別の使用量，B 血小板製剤別の供給量（血液事業年度報より），C 血小板製剤病床群別使用量（全体），D高単位血
小板製剤地域別使用量（PC-LR15，20）．血小板製剤の使用量，供給量の合計は，血小板製剤 LR1，2，5，10，15，20 単位製剤，
血小板HLA製剤 LR10，15，20 単位製剤，洗浄血小板製剤 10 単位，洗浄血小板HLA製剤 10 単位のすべての合計単位数．

図 5　血小板製剤の廃棄率
A 血小板製剤別廃棄率，B 血小板製剤廃棄の要因別件数（経年推移）．

血漿製剤の廃棄率は，2019年度の 1.9％から緩やかに
低下し，2021年度 1.4%，2023年度には 1.5％に低下し
ている（図 7A）．廃棄率を病床群別に見ると，2019
年度からの廃棄率は，使用量，廃棄量とも少ないため
に振れ幅の大きい 0～19床の病床群を除くと，500床以
上の病床群よりは 500床未満の病床群で改善していた
（図 7B）．
廃棄要因件数を見ると，2019年度を境に，徐々に減
少し，その後やや増加している（図 7C）．病床群別に，
2018年度と 2023年度の廃棄要因件数を比較すると（図
7D），500床以上を除くどの病床群でも，「有効期限切
れ」が減少していることがわかる．一方，500床以上の
施設群では，他の病床群とは廃棄要因の構成が異なり，
また「有効期限切れ」の件数も要件全体の件数もあま
り減っていない．

考 察
今回の結果からも明らかなように，小規模の医療機
関ほど回答率が低く，そうした医療機関の現状を把握

することが困難であることが以前から問題ではあった
が３），その傾向や実際の回答率は 6年以上概ね変わらな
い．回答率全体のさらなる改善を模索している４）．
少子高齢化の進行や医学の進歩により，日本では，
輸血用血液製剤の使用量は近い将来減少するとの推測
もあるが５），65歳以上の高齢人口が増加している現在，
赤血球製剤は増加，血小板製剤は横ばい，血漿製剤は
横ばいかやや減少の傾向であった．これは，日赤から
の供給数からも確かめられた．今までの報告を見ると，
赤血球製剤は 2008年から徐々にではあるが，一貫して
増加傾向，血小板製剤，血漿製剤はほぼ横ばいであり，
全体に大きく流れが変わるようなことは，ここ 20年弱
起きていないこともわかる６）～１２）．
今回の研究では，2023年 4月からの赤血球使用期限
の延長の前後で赤血球廃棄率の変化が見られ，全体と
しては半分になった（1.4％→0.7％）．廃棄要因件数を見
ても，2022年度と 2023年度を比較すると，他要因の件
数があまり変わらないのに，「有効期限切れ」，「転用で
きず」が大幅に減ったことは，おそらく使用期限の 7
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図 6　血漿製剤の使用量と供給量
A 血漿製剤別の使用量，B 血漿製剤別の供給量（血液事業年度報より），C 血漿製剤病床群別使用量，D FFP120 製剤の病床別使
用量，E FFP120 製剤の地域別使用量

日間延長が，廃棄率低下の理由であることを裏付けて
いるのであろう．一方，今後血液製剤の院内在庫（ス
トック）を必要以上に増やす方向に向かえば，廃棄は
増え，廃棄率は元に戻るのかもしれない．今後これが
どのように変化するのかを注目する必要がある．また
興味深い点は，0～19床の施設群では，今回の使用期限
延長効果は，他の病床群に比べて低いことである．小
規模の医療機関では，いわゆる「転用」は，患者数が
少ないので困難なことが多い．そのため，一度購入し
てしまえば発注した患者に使う以外に道はなく，使用
期限が 7日間延びても十分とはいえないのかもしれな
い．絶対数は多くないが，こうした小規模医療機関の
赤血球製剤廃棄への対応を考える必要がある．
血小板製剤で注目すべき点は，15単位，20単位といっ

た高単位製剤が，使用量，供給量ともに低下傾向であ
ることである．また，高単位製剤はその使用量，供給
量に地域的な偏りがあり，結果には示さなかったが，
例えば 2023年度の高単位製剤の供給本数割合を見ても，
北海道（45.7%），近畿（9.4%），関東甲信越（8.6%）の
各地域で高く，中四国（0.0%），北陸（0.3%），九州（0.3%），
東北（1.9%），東海（4.1%）で低く，顕著な差異が報告
されている．10単位製剤の使用量は増加しているので，
高単位製剤から 10単位製剤に移行していると考えられ

る．その理由は単純ではないと思われるが，単に医療
内容の進歩にとどまらず，医療者側の血液製剤の適正
使用が浸透してきたことを反映した可能性がある．
血漿製剤に関しては，使用量，供給量とも FFP120
製剤が低下していた．FFP120製剤は，500床以上の施
設群で減少していたが，地域別に見ても明らかな特徴
はない．ガイドラインも発表され１３），近年広く行われる
ようになった，大量出血時のmassive transfusion pro-
tocolでよく用いられているのが，赤血球製剤 6単位，
血漿製剤 6単位の組み合わせであることを考えると１４），
FFP120製剤 6本を解凍するよりは，FFP240製剤 3
本あるいは FFP240製剤 1本，FFP480製剤 1本の組み
合わせの方が解凍の手間が少なく，FFP120製剤の出番
が減っている可能性はある．それは，救急の場面のみ
ならず，血漿製剤を最も使用している心臓血管外科の
手術時も同様だろう１２）．あるいは，全血献血のうち 200
ml よりも 400ml 献血が主流となるなかで，FFP120
製剤の原料となる全血 200ml 献血自体の減少も影響し
ている可能性がある．
新鮮凍結血漿は，採血から 1年間の使用期限がある
が，解凍後は 3時間以内に投与することが添付文書に
記載されていた．2018年 9月から解凍後の投与時間が
24時間以内に緩和された．実際の添付文書の入れ替え
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図 7　血漿製剤の廃棄率
A 血漿製剤別廃棄率，B 血漿製剤病床群別廃棄率，C血漿製剤廃棄の要因別件数（経年推移），D 病床群ごとの血漿製剤廃棄の要
因別件数（2018 年度と 2023 年度の比較）．

は，2019年 3月から行われたことを考えると１５），その
影響は，2018年 9月よりは少し後の令和になって現れ
ることも考えられる．実際の廃棄率も，2019年ごろか
ら徐々に低下し，全体では，2019年度の 1.9％から，最
低値である 2021年度の 1.4％まで低下し，その後はほ
ぼ横ばいである．廃棄要因件数も，2019年から徐々に
減少し，その後横ばいからやや悪化．病床群別に廃棄
率を見た時に，500床以上の病床群の方が，さらに小規
模の病床群に比べて，廃棄率にあまり変化がないのが
特徴で，赤血球製剤とは逆であった．廃棄要因を見て
も，2018年度と 2023年度の要因にあまり変化がないの
が 500床以上の施設群であった．今回の新鮮凍結血漿
の使用期限延長は，赤血球の有効期限の延長とは時間
的な隔たりがかなり異なる．仮にこの廃棄率の変化が，
使用期限延長によるものであるとすれば，規模の大き
な施設では解凍後 3時間投与がもともと問題なく行わ
れていたか，すでに 24時間以内の投与が行われており，
添付文書が改訂されても影響がなかったことが考えら
れる．しかし，血漿製剤の投与がそれほど頻回でない
規模の小さな施設で，解凍後 24時間に延長されたこと
がそれほど恩恵となるのか不明である．「有効期限切れ」
は確かに減っているので，使用期限延長との関連は示
唆されるものの，「転用できず」はあまり変化がなく，

むしろ増えている病床群もみられることから，別な理
由があったことは否定できない．
製剤の使用期限延長の前後の使用量，廃棄率の特徴
を血液製剤使用実態調査から調べた．本研究は後ろ向
き観察研究であり，今回の結果と使用期限延長の因果
関係を直接示すものではない．ただ，同じ有効期限の
延長であっても，製剤やその内容により，与える影響
が異なる可能性が示唆された．今後もこの血液製剤使
用実態調査で，血液製剤の使用量，廃棄率を継続的に
かつ詳細に評価することは，適正使用推進の戦略を考
える上で重要であり，本研究もその一助になれば幸い
である．
著者の COI開示：安村敏，米村雄士，牧野茂義は日本赤十字

社の社員である．
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CURRENT STATUS AND CHARACTERISTICS OF USE AND DISCARD IN BLOOD

PRODUCTS FROM THE 2024 NATIONWIDE SURVEY ON TRANSFUSION MEDI-
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Abstract:

Based on the results of an annual nationwide survey on transfusionmedicine in Japan, we analyzed the usage and
discard rates of blood products over the past 6 years. Response rate to this annual questionnaire survey was 52.6%
of hospitals in the current fiscal year, which accounted for 80.5% of all blood products delivered in Japan.
The use of red blood cell products increased consistently in hospitals with 200 beds or more. The discard rate im-

proved from 1.4% to 0.7% in 2023, likely due to the 7-day extension made to the usage period of red blood cells. The
decrease in discard rate tended to be greater in hospitals with a higher number in beds.

In terms of the characteristics of platelet concentrate usage, the number of higher unit products decreased annu-
ally, particularly in the Hokkaido, Kanto Koshinetsu, Tokai and Kinki regions. The discard rate remained at around
0.3% over the past 6 years.

The use of FFP120 product decreased gradually. The discard rate decreased from 1.9% in 2019 to 1.4%. This im-
provement may be due to the extension in usage period after thawing from 3 to 24 hours. The decrease in discard rate
was greater in hospitals with fewer beds. This finding was contrary to that for red blood cells.

Keywords:

Nationwide questionnaire survey on transfusion medicine, usage, discard rate, extension of usage period

�2026 The Japan Society of Transfusion Medicine and Cell Therapy
Journal Web Site: https:��yuketsu.jstmct.or.jp�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Dotum
    /DotumChe
    /Edigai-OTF-GoIwata
    /Edigai-OTF-MinIwata
    /Edisys-OTF-Gaiji
    /Edisys-OTF-KAZARI
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaStd-Bold
    /FuturaStd-BoldOblique
    /FuturaStd-Book
    /FuturaStd-BookOblique
    /FuturaStd-ExtraBold
    /FuturaStd-ExtraBoldOblique
    /FuturaStd-Heavy
    /FuturaStd-HeavyOblique
    /FuturaStd-Light
    /FuturaStd-LightOblique
    /FuturaStd-Medium
    /FuturaStd-MediumOblique
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HelveticaLTStd-Blk
    /HelveticaLTStd-BlkObl
    /HelveticaLTStd-Bold
    /HelveticaLTStd-BoldObl
    /HelveticaLTStd-Light
    /HelveticaLTStd-LightObl
    /HelveticaLTStd-Obl
    /HelveticaLTStd-Roman
    /HGGothicE
    /HGGyoshotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPGyoshotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGyoshotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /Impact
    /Jun101Pro-Light
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /KeplerStd-Black
    /KeplerStd-BlackCnItSubh
    /KeplerStd-BlackCnSubh
    /KeplerStd-BlackIt
    /KeplerStd-Bold
    /KeplerStd-BoldCnItSubh
    /KeplerStd-BoldCnSubh
    /KeplerStd-BoldIt
    /KeplerStd-CnItSubh
    /KeplerStd-CnSubh
    /KeplerStd-Italic
    /KeplerStd-Light
    /KeplerStd-LightCnItSubh
    /KeplerStd-LightCnSubh
    /KeplerStd-LightIt
    /KeplerStd-Medium
    /KeplerStd-MediumCnItSubh
    /KeplerStd-MediumCnSubh
    /KeplerStd-MediumIt
    /KeplerStd-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /Myriad-Web
    /NSimSun
    /OCRB
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PalatinoLTStd-Black
    /PalatinoLTStd-BlackItalic
    /PalatinoLTStd-Bold
    /PalatinoLTStd-BoldItalic
    /PalatinoLTStd-Italic
    /PalatinoLTStd-Light
    /PalatinoLTStd-LightItalic
    /PalatinoLTStd-Medium
    /PalatinoLTStd-MediumItalic
    /PalatinoLTStd-Roman
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /SymbolStd
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesLTStd-Bold
    /TimesLTStd-BoldItalic
    /TimesLTStd-ExtraBold
    /TimesLTStd-Italic
    /TimesLTStd-Roman
    /TimesLTStd-Semibold
    /TimesLTStd-SemiboldItalic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF005B0027007700650062752800270020306B57FA3065304F005D00203053306E8A2D5B9A306F300130D530A930F330C8306E57CB30818FBC307F3092884C308F305A3001753B50CF89E350CF5EA6308267004F4E9650306B62913048305F00200050004400460020658766F830924F5C62103059308B3068304D306B4F7F75283057307E305930023053306E8A2D5B9A30674F5C62103057305F00200050004400460020658766F8306F0020004100630072006F0062006100740020304A30883073002000520065006100640065007200200035002E003000204EE5964D30678868793A3067304D307E30593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


